
難病を抱える患者の看護     

            現任者教育検討会 企画者 西3階 看護師 

7月18日に現任者教育検討会で「難病を抱える患者の看護」
の研修を行いました。講師は難病看護師の西3階主任・  
東5階看護師でした。今回の研修ではパーキンソン病に  
ついて病態や症例紹介等の講義があり、事例検討をグループ
ワークで行うことで学びを深めることができました。 

 看護師８名が研修参加され、研修後の感想では「パーキンソン病には色々
な症状があって全く同じ症状の人はいないので事例を通してもっと勉強しな
いといけないと感じた」「症状の傾向を知ることで患者さんの退院支援や 
希望を叶えるケアに活かしたい」「事例検討のグループワークで他病棟の 
方から意見を頂くことで新たな考え方や視点を学ぶことができた」など  
短時間の研修ではありましたが多くのことを学べる研修でした。 

現任者教育検討会では、１年を通して様々な研修を計画して  
います。皆さんの参加をお待ちしています。 
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   ８ 月 行 事 

1・5・6日 千里金蘭大学実習 

 6日 インターンシップ 

15・16日 一日看護体験 

25日 医療法人協和会学術集会 

19～29日 大阪医療看護専門学校実習 

26～29日 大阪青山大学実習 

     8 月  研  修  

 6日 排泄ケアスペシャリスト16期③ 

13日 新人看護師「医療安全対策」 

17日 法人主催「意思決定支援」 

20日 褥瘡・スキンテア・ポジショニング 

29日 介護職「認知症研修」 

   臨地実習指導者育成カンファ 
           6月  新規褥瘡発生   6人     

    

                                           （7月褥瘡予防対策委員会より） 

千里中央病院 看護部 

個人の了承を得て写真を使用しています。   発行：看護管理室 

排泄ケアスペシャリスト研修 第16期生 

           補助者検討会サブリーダー 西2階 看護師長 

毎年おこなっている研修になりますが6月より第16期生の
研修を開始しました。排泄に関する知識と技術を学び 
実践で活かす（活躍する）ことを目的としています。 

「心のこもった」排泄ケアが提供できるよう倫理的視点
を持った内容にして欲しい！と私の熱い想いを講師にお願いしました   
ところ、願い叶って研修期間や時間、内容など一部変更し今年度の研修が 
スタートしました。オムツ交換は日常的で繰り返しおこなっているからこそ
「心のこもった」対応を皆さんに期待しております。 

既に取得されている方々の皆さん、「あーでもない！
こーでもない！」とたくさん看護職・補助職と話し
合って下さい。 

皆さんの活躍が患者さんの「快適」に繋がることを 
期待しております。 

今月の偉人名言です。 

私達は皆、幸せになることを目的に生きています。 

私たちの人生は一人ひとり違うけれど、されど皆同じなのです。 アンネ フランク 

伊藤 看護部長 

オリンピック、盛り上がりましたね・・皆さんは押しのスポーツがあるでしょうか？ 

私はスポーツ観戦が大好きです!(^^)! 本気で一生懸命戦う姿にとても感動し、勇気を
もらえます。勝つ喜びや負けた悔しさなど、その人がそれまでに努力してきた背景や
人生を想像すると泣けてきますよね～。チーム競技では、お互いを信じ助け合い、 
喜びを分かち合う姿にチーム力を感じます。心に響く感動を与えてくれます・・・ 

スポーツは目標が明確です。「オリンピック出場！」「次の試合で優勝する！」  
「1回勝つ！」など、大谷選手が実践した目標達成シート（マンダラチャート）は  
有名ですが、目標を達成していく過程で「人間力」「人格」の成長も同時に考え、 

実践したことはすごいとしか言いようが   
ありません。 

私たちもさまざまな活動を通して、成果を生み 
出す「仕事力」と、人格を高める「人間力」  
のバランスが必要ではないでしょうか・・ 

「人間力」は成長の土台となるところです。  
行動は習慣に変わり、習慣は運や人間力を  
高めていきます。 

で き る 事 か ら コ ツ コ ツ と 頑 張 っ て い き    
ましょう！ 


